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熱中症は夏になるものと思っていませんか？実はこれからやってくる梅雨時期にもなる

ことがあります。梅雨の合間に突然気温が上がったなど、体が暑さに慣れておらず熱中症

にかかることもあります。また、気温が低くても湿度が高いと熱中症にかかりやすいとい

うこともわかっています。 

 

１． 体内の水分が不足しがちです 

高齢者は若年者よりも体内の水分量が少ない上、 

体の老廃物を排出する際にたくさんの尿を必要とします。 

２． 暑さに対する感覚機能が低下しています 

加齢により、暑さやのどの渇きに対する感覚が鈍くなります。 

３． 暑さに対する体の調節機能が低下します 

高齢者は体に熱がたまりやすく、暑い時には若年者よりも 

循環器系への負担が大きくなります。 

  

体内の水分量 

成人 

60％ 

高齢者 

50％ 

熱中症を予防するには？ 

☐暑さを避ける（室内でもエアコンや扇風機で室温・湿度を調節しましょう） 

☐服装を工夫（吸収性や通気性のよい服を着ましょう） 

☐こまめな水分補給（のどが渇く前からこまめに水分を補給しましょう） 

 

 

  

2022.10.30 で、10周年 
皆様のお陰で 

移転してから 


